
（6）令和６年（２０２４年）1０月３０日 No.234町田市議会だより

● まちだ福祉○
まる
ごとサポートセンターにおいてこれまで行政に関わっていなかった方に

もアプローチを行い、困りごと相談につなげていくよう努められたい。
● 地域活動支援センター「まちプラ」については、設置箇所の拡充も含め、さらなる利
用者増のため、検討されたい。

● 重度身体障がい者訪問入浴事業において、夏季の利用回数を増やすよう努められたい。
● シルバーピアについては、高齢者住宅管理事業という目的を再認識し、事業における課
題解決は、入居者内に孤立するのではなく、町田安心して暮らせるまちづくりプロジ
ェクトにつなげるなどして、本来の事業目的である単身の高齢者や高齢者のみの世帯
が、住み慣れた地域で安心して居住できる環境の提供により努められたい。

● 自立支援の学習塾への補助については、必要とする世帯が多いことが予想されるため、
対象者への周知の方法や利用のしやすさに課題がないか、不用額となった原因を研
究したうえで利用の促進に努められたい。

● 生活援護費の就労準備支援事業については、拠点の拡大とともに若者支援が必要と考
える。庁内連携はもとより、より多くの人に情報が届くよう周知の仕方について検
討されたい。

● 子宮頸がん検診の20代の受診率が低い。若い世代への周知活動として、和光大学での
取組を市内の他大学にも広げるよう検討されたい。

● 外国人妊婦へ母子手帳を渡す際には、出産、育児に関する支援制度や日本の教育制度
等の情報提供（英語だけでなく）の充実に努められたい。

● 国保税滞納者に対しては丁寧な分納相談、他部署と連携して生活再建の支援につなげ
るよう努められたい。

● 認知症サポーターで地域活動の情報提供を希望し、登録している人が地域活動につな
がっていく取組を推進されたい。

【認定第３号】
● 内視鏡手術支援ロボット（ダヴィンチ）の導入等により、高度な医療サービスを提供
することは、患者の治療・回復、満足度などに効果が現れている。さらに、副次的
効果として、医師、看護師の確保、収益改善など病院経営改善にも貢献している。
今後も積極的に生かされたい。

● 保育室においては、入院患者の子どもや兄弟姉妹が利用できるなど、柔軟な対応に努
められたい。

● 市長への手紙については、他自治体の状況を参考にして、内容の公開を今以上に進め
るとともに、傾向分析についてはジェネレーティブＡＩを活用し偏りなく効率的に
行い政策立案の参考にされたい。

● 会計課の資金の運用に関して、金利の動向を注視しながら、より安定した収益が見込
める債券の保持を図られたい。

● 行政財産に設置されている売店と自販機について、社会福祉法・母子父子寡婦福祉法
の趣旨に則り、特に指定管理者には法の趣旨を理解していただき推進されたい。

● 次世代自動車導入が年間ゼロとならぬようリースのみでなく様々な方法を検討し推進
されたい。

● いじめ問題調査委員会の答申で指摘のあった内容については、市長部局に関わる部分
だけでなく学校教育部に関わる部分についても、政策経営部においてその指摘の内
容の改善状況を確認し、庁内一体となって連携の上、課題解決に努められたい。

● 障がいのある方や高齢者の投票における配慮への理解を進めるため、市の取組につい
て広く周知啓発に努められたい。

● 公開したオープンデータファイルの件数を増やすとともに、市民のオープンデータの利
活用への理解が進むよう具体的な事例についても積極的な情報発信に努められたい。

● 町田市勤労者福祉サービスセンターについては加入事業所数の増加に努め、商工会議
所をはじめとした他団体との連携など外部との積極的な情報交換を行い、ニーズの
掘り起こしも行うよう検討されたい。

● 市街化調整区域内の遊休農地に関して、農業の発展拡大に寄与する観点から必要な整
備が拡充するように図られたい。

● 物価高騰の影響を受けた事業者への負担軽減支援について、中長期的な取組も検討さ
れたい。

● 中心市街地歩行者通行量の目標設定に関しては、一律に長期目標を毎年固定して設定
しているが、現実に即して中期的な目標数値を具体化して設定し、現状の政策課題
に反映されるように改善を図られたい。

● 消防団の魅力向上の手段として、活動に役立つ資格取得の補助の充実を検討されたい。
● 消防団については、実際に支援が必要な際に対応ができるかという視点を大切にして、
団員の確保に努められたい。

● 消防少年団との協働に努められたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

など計５４件の意見を附帯決議として付しました。など計５４件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約1,864億円

歳入合計額
186,474,798,074円

令和５年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
27,943,008,581円（15.0%）
その他
27,943,008,581円（15.0%）

繰入金
7,332,448,447円（3.9%）
繰入金
7,332,448,447円（3.9%）

市債
3,614,000,000円
（1.9%）

市債
3,614,000,000円
（1.9%）

地方消費税交付金
10,046,370,000円（5.4%）
地方消費税交付金
10,046,370,000円（5.4%）

都支出金
25,420,683,972円
（13.6%）

都支出金
25,420,683,972円
（13.6%）

国庫支出金
40,717,450,914円
（21.9%）

国庫支出金
40,717,450,914円
（21.9%）

市税
71,400,836,160円（38.3%）
市税
71,400,836,160円（38.3%）

歳出合計
約1,797億円

歳出合計額
179,721,689,418円

令和５年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

民生費
94,781,198,169円
（52.7%）

民生費
94,781,198,169円
（52.7%）

議会費 646,691,251円
労働費 36,612,264円
農林費 387,335,075円
商工費 1,611,175,082円

その他
2,681,813,672円（1.5%）

総務費
24,072,009,513円（13.4%）

衛生費
19,552,015,083円
（10.9%）

教育費
13,112,851,978円
（7.3%）

土木費
13,003,660,971円
（7.2%）

公債費
7,733,564,655円
（4.3%）

消防費
4,784,575,377円（2.7%）

詳細は、町田市ホーム
ページ内「町田市の決
算書」のページをご覧
ください。
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９月９日・１０日・１７日
に議案４件、認定１件
の審査を行いました。

９月９日・１０日・１７日に議
案７件、認定２件、請願２
件の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和５年度 決算を審査
　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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